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あ9亡おい广北©'国©こ亡， 

, す今®^、聾 to つ##た nj © こと。 
. J 界中©子供*ち© t めの 
た<'さん0プレゼント0こと。 
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気#ついたら、ひどり r べッ K の中。 
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ぜったい、ぼ釦\^ 

だっ?'宓^:し 
とろとろ、ねむり S がら 
ちゃ一んと'きいたんだも0。 

小さ<なっでい <、そりの鈴®音。 
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みなさまの 暮らし や 
ニーズに含わせて、 

«広いサービスに 
つとめています* 
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多麽最大の店舖網 


は初めからのベテラン。 

『ママさんコ|ラスを10年やって、 
こちらへ。実を いうと 一年でやめ 
ょうかと 考えていたのですが•ヤ 
ミツキになっちゃって。郡司先生 
の前にいつもべ—トーヴ X ンがい 
るみたいですし 

これはどまでに S 敬の念をもた 
れ•かつ羲われている彼•骷司»。 

ナニモノで A ろうか。われわ 
れはまだ， ほとんど 実 m を 知らさ 
れていない？ただ，彼の志の A さ 
は、15貝にむけて こう 語っている 
ひと ！ WC でも^い知る ことができる0 
『モーツアルトの次にでた演赛ス 
タィルだということをわきまえて 
唯いなさい j 

この間までオタマジャクシも1 S 
めなかつた彼らに，そんなことが 
出米るのだろ：'か。『出米る」と ffi 
司博はいい切る。 

12 DT 4 日，»;礬定期演赛仝(東 
京文化佥館 09 =_立川苷弦來団 
特別演奏会 川市民会館)。 16 日、 
自主公演(同会館>。 18 日‘都響特 
別演*会{來也文化会館)とメジ 
〇オシの日程が統いている。 

一|1山では*4-い•ヒマラヤの高 
味『第九 j を孿りつめるか e 




そのものは«りがいのあ 
る大さな〃山*ですが、な 
んといつても郡的先生の 
魅力でここまでひっぱっ 
てこられたと思います」 
郡司博—;三多摩市民 
合喵団」の常任指揮者で 
ある。四〇〇人め団貝の 
気持をしっかリとつかん 
で雕さない•タマシィま 
でべ—卜—ヴ K ンの所へ 
つれて行ってくれるかの 
ょぅである* 

それだけに， W 習は厳 
しいものがある。 

「第九は合唱曲の中でも 
a 高のテクニックを S す 
る◊日本には完全にやれ 


アマチュアなのだから•それぞれ 
の什車*そして恍間のシガラミと 
いう大きなお^^もかかえての特 


—^たちが登寧を挑んでいるの 

は高尾山ではない•ヒマラヤだ！ 
四 C - 〇名全貝が、ベ—卜—ヴ X 
ンの 一*九 j 合唱という山頂へ向 

かって特£111中。指導者•郡司1¢ 

さん<以ド«称硌>は聞ロー番こ 

う3い切った❶ sm なるか？ 

». 

年の?®、 H 本の音楽界はどうい 

うわけか*『第九 J なしでは斯しい 

年の 91 が開かない•立川，国立， 
国分寺を中心に公民館，学校など 
会塌を借りながらモー練®を積ん 
できた--7一多窣市民合喵凹 J 。 

ズブの素人が、わずか4ヶ月で 
堪えるようになる，しかもドィツ 
語で ng うのだ。団長•石原荣弘さ 
ん、亊務琦長•池田千草さんは口 
をそろえていう。 r もちろん r 第九』 

tHV 


る合唱 

51はま 
だない、 

うちだ 

けがや 

れ4そ 

う^う 

沒、ぼ 
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るのは 
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彼の*しさにはトゲがない々そ 
こはかとないユ—モ T がただよつ 
ている"そして•都司博の手足と 
なって助けているのがパ—卜•リ 
—ダ—たち。グループごとのきめ 
細かい指導にあたり，相淡ごとに 
もあたっている**なにしろ，全貝 



訓、それに# t えるのだ。 

取材自日、 fift 齡は佐 w « r さん 
<60*)だった。 

「三年目になりますが、自分で1第 
九 j が唱えるなんてユメ 
のよぅ j と元§1はつらつ。 
逆に*年少の佐«敬君 
{小六)は「初めたばか 
り•時々こわいけど，先 
生がステキだな。ドィツ 
紐？…よくわかんないけ 
ど•少し発音ができるよ 
ラになつたよ」 

立川(曙町か 
らきている北川奈美さん、 
( OL ) は「今年で2回 
目。学生時代から合 pg はやつてた 
んだけど，就®したら機会がなく 
て。 ある 日、新 BJ でここを 知りま 
した。楽しいです」とにつ こ 09 
合哄団そのもののキヤリアは5 
¥0，60目の公演になる • 
大場孝世さん(柴崎町4丁目》 



立川の方々に•ょり一層のご理 

解をいただきたいと願い、典如 ft 

では A に一度稱舎のご*内をさせ 

て頂いております。嫌走のお 

忙しい中ですが•ぜひ今月も 

おこし下さい。 

•日時12月15日午後3時 

から5時まで** 

>砷本球、典如宝物鮪のご案 

内をはじめ' 映®など盛り 

だくさんの用意がしてござ 

います。 

►立川市民(成人 > に限らせ 

て頂きます" 

• お申し込みは r えくてびあん • 

コンパニオン」<本誌を手渡してく 

れた人)へ。 


クリスマスが"清い夜•かどぅ 
かは、人によりけりだが「きよし 
この夜」は毎年、の商店街 
に哦りわたる。 

佶仰とは別に，もはや日本人の 
* 生活カレンダ——の中に組み込 
まれた} T 卓“ 

澄みきつた夜空に、滴；大の星を 
いただいて•無数の天使たちが a 

ム2! F rr vr ^1 


哚神の祝祭が行なわれていた-時 
期あたかも冬至にあたり•長かつ 
た夜はこの R から減少をはじめ、 
増人する昼と共に太»はいよいよ 

輝さを增してゆく . - 

そして*サンタク D 丨スのおじ 
さんは世界中の子どもたちに，大 
さなユメを i % んでくれた" 

クリスマスは•日本では敉後に 
なつて一般にゆきわたるように 
なり•馱來街では夜通しのドン 
チヤン騒ぎがしばらく統いた飞 


守るなか•救いの御子キリストは 
この世に生まれ給ぅた。この lid 念 
すべき日を祝ぅ n 參がクリスマス 
である" 

ところが•■十二月二 E 日 j に行 
なわれるようになつたのは•キリ 
スト没後三〇〇年以上も経ってか 
らのことといわれる。 

もともと，この日は古くから太 


しかし、 ft 近のクリスマスは大 
人だけの、しかも男たちだけの♦天 
国，ではなく、家族団らんの図が 
目立つ。一大進歩といえよぅ • 
しかし*この時期にはご用心。 
七•曲 ft •クリスマスケ—キに较い 
て忘年会あり、間髮を入れずにお 
せち料理とくる。サイフは轻くな 
る•体®はおもくなる。 



/われた。*台から 
r うな方でもあり. 

ないょうでもあリ . 〇 

木馬座，中柯ひでみ S ん。 

£冬を問わず舞台が終ると，び 
つしょりの ff を かくという* 

「岛校生の頃からで、もう十二年 
になるんです、この仕事 j 
木馬座とぃぇば'児£演劇のク 
サワケ的存在だが•その中でもい 
まやべテランに成 fe してきた中村 


•ホ マレヤ 


一 W 如宛参 


「鈇の靴下」{命名•加 

H tK * fe 氏 •茁上圮‘5^10在住> 
と^! P ぃる 丈夫な# ックスを 

_ 号 rut 詨朗間 <?r #25 B まで}に 

限つて :#^I ^ ¥00 円 

で%^する。学牛セ— 1 スに^ 

かれ^! S ど/マ pr メぃ f 加賀氏 

によれば 同』 を 求/て おくと，•乃 
がーアナがあ i て f の片方を利 
用でさて« 利 么か。一-の 名も《え 
くてびぁん ソッ^^ として新登 
場。黑、茶、紺、グレ—の4色。 

11 Bi aullllllllnullllllllmllssssllsmuss IIIIS 
• 自分の作品を！ t 遜し 
ているのだろうが-1メ 
ルヘンぼくなつちやつ 
て j という人がいる。 

丨 《迦いつちやいけない。 
そんな生やさしいもん 
Ja じやないでしよ-メル 
ンウて*宮澤賢治を 

A な？い•ヱ—リツヒ* 
ケストナ—を^みなさ 
い* • ベち やべ ち やし 
た，まずい裔变を「»盹みたい j 
という人がいる。「まずい蓠突」ィ 
n 丨ル「媼 KJ では、 姐 ^様に屮 
し 訳がないではないか。 •今 号の 
カラ—は全てメルヘンの轼みであ 
る。成否の別はさておき、力作を 
よせて下さつた 方々 に御礼 申し 上 
げます。 • はやくも師走の風が立 
川にも◊新年号では、ありそうで 
ない「立川地凼」をお届け致そう。 
なんのへンテツもない地図だが、 
それだけに、いつかきつと地味な 
がら•お役に立ちます。 

<纆集)爾囊美子淬 » 裹男加質栓孑轉0| 

SH *« ]II 1 B 屣田枚孑平# 干 II 子 ！ Kanall 
天 野 «* 古田 II •名 


さんである。 

クラシック •パレ I もやつ てい 
る。といぅょ9 「順序は逆で，パ 
レ—が先だったんです。芝 is の方 
に紹介されて，そのまま居坐つた 
つて*じかな/ 

いたずらつぼく*笑った。 
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立川蝙城文 HHIal 金が遍纊講演 
金%企 a 

立川で地域文庳やお話の会を開 
いている「立川地域文障遵絡会」 
では、311:連統の iiils 会を企 is し 
ている。 

<第一回)11片29:13闲田«>征三 

氏(絵索家) 

「絵本とわた 


<第二回 >12 W 7 日凼菊地正 
氏 < 児童文学者二子供と民括」 
(第三回》 12 H 13 R 木松 W 亨+ 
氏 <東京こども図古铕理寧£>「子 
ども >>談耆」。 

いずれ t 午5 10 時〜12時、高松 
公 E 館にて"無巧 


ホントに何てもやつてくれ* •"». 
«サ—ビス』 

6分でやるにはチョット大変、 
でも本職に傾むほどのこと-^い • 
そんな仕事がたくさんある毎日" 
たとえば，雨どいの佟理と！ g 除、 
ドブ•池•下水などの掃除•不要 
庭木の Aa 分•風 M 埸 
の々ビ取り… etc 。 

これらなんでもや 
つてくれるのが「丸倍サ—ビス」 

{27 —4 4 4 6)。手に余ることが 
あつたら•とにかく電話をしてみ 
ては？お酒を飲んだ時の i £ 代行 
も OK という便利さ。 

■B4 り癱达街{萬如靄#暹) 
が多遍壳成屺念に轉別壳出I 


500円お H い上げごとに，そ 
の場で当るスピードくじでコアラ 
のぬいぐるみが当る。12月10日か 
ら 15 H まで。 

问商店街のニユ—フ H — スは中萊 
料理「束光豳/和風喫茶*1てまり」 
連勧具店「モリタスポ—ツ y それ 
に「亩永食堂/早朝食堂「めおと」 
<朝六時ょり)など•業*，斑 S 
もそろい. I S 便利な商店街へと 
成 S しつつある。 

難式部の_代の髡會て灘氏»|| 
を K ' ぅ 

「夕顔」の#を現在と^^の発含 
で S り較べる"語リは»優•関弘 
子さん。 12 H 15 日亇後2時ょり、 
公民館視«覚率に TP 無料： 


立川伝言板 



























































































